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図
書
館
が
つ
な
ぐ 

本
と
人
と
の
〝
き
ず
な
〞

〜 

子
ど
も
司
書
養
成
講
座 

〜

　

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
図
書
館

業
務
の
体
験
を
通
し
て
司
書
の
知

識
や
技
術
を
学
び
、
読
書
の
素
晴

ら
し
さ
を
広
め
、
〝
本
と
人
と
の

橋
渡
し
〞
を
手
助
け
す
る
読
書
活

動
推
進
の
担
い
手
と
な
る
「
子
ど

も
司
書
」
の
養
成
を
目
的
に
小
学

４
年
か
ら
６
年
生
を
対
象
と
し
た

「
子
ど
も
司
書
養
成
講
座
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
23
人

の
子
ど
も
司
書
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
11
月
１
日
か
ら
12
月

６
日
ま
で
の
約
１
カ
月
、
４
回
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
学

校
か
ら
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
に
行
わ
れ
た
開
講
式

で
母ほ

ろ

た

良
田
篤
夫
教
育
部
長
は
「
友

達
や
家
族
に
読
書
の
楽
し
さ
や
大

切
さ
を
伝
え
る
子
ど
も
司
書
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
激
励
し
ま

し
た
。

　

受
講
生
は
、
市
民
図
書
館
や
青

森
県
立
図
書
館
で
普
段
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
所
を
見
学
し
た
ほ

か
、
市
民
図
書
館
児
童
室
の
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
り
、
本
の
貸
し

出
し
や
返
却
の
業
務
な
ど
を
体
験
。

毎
回
楽
し
み
な
が
ら
熱
心
に
学
ん

で
い
ま
し
た
。

図
書
館
を
知
り
、
図
書
館

の
業
務
を
体
験

❶11月１日㈯▲

開講式▲

市民図書館見学▲

レファレンス（演習）～自分の
　誕生日にどんな出来事があった
　か調べてみよう～

❷11月８日㈯▲

カウンター業務体験▲

本のコーティング作業体験▲

おすすめ本カード作成
❸11月15日㈯

▲
青森県立図書館見学

❹12月６日㈯▲

おすすめ本の発表▲

読み聞かせおはなし会▲

閉講式
－ 補講 －　11月９日㈰

▲

製本教室

平成26年度
「子ども司書養成講座」

▲受付カウンターで本の貸し出しや
　返却業務を体験 ▲自分のおすすめ本を発表

自分の誕生日にどんな出来事が

▲

あったのか調査

県
内
最
大
、
蔵
書
数
１
０
３
万
冊

　

青
森
県
立
図
書
館
を
見
学

　

11
月
15
日
に
行
わ
れ
た
第
３
回

目
の
講
座
で
は
、
青
森
県
立
図
書

館
（
青
森
市
）
を
訪
問
。
閉
架
書

庫
や
一
般
・
児
童
閲
覧
室
、
近
代

文
学
館
な
ど
を
見
学
す
る
と
と
も

に
、
県
立
図
書
館
が
県
民
の
た
め

に
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
資
料
を
収

集
し
、
保
存
し
て
い
る
こ
と
や
県

内
の
市
町
村
図
書
館
・
学
校
図
書

館
へ
協
力
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

県
立
図
書
館
の
役
割
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

▲背丈の倍もある高さの棚に納め
　られた数々の本

▲県民のために新聞を保存。大正時代の
　地方新聞もあります

▲電動で動く「電動集密書架」 ▲初めて見るマイクロフィルムに興味津々
職員から市民図書館の各コーナーについて説明を受ける受講生の皆さん職員から市民図書館の各コーナーについて説明を受ける受講生の皆さん

　

１
カ
月
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
子

ど
も
司
書
養
成
講
座
。
施
設
を
見

学
し
な
が
ら
図
書
館
の
役
割
を
学

び
、
図
書
館
業
務
を
実
際
に
体
験

し
ま
し
た
。

　

本
が
大
好
き
な
受
講
生
の
皆
さ

ん
、
暇
を
見
つ
け
て
は
本
を
開
き
、

熱
心
に
読
む
姿
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

日
頃
か
ら
本
に
親
し
ん
で
い
る
様

子
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
に
毎
月
第

４
日
曜
日
を
「
家
庭
読
書
の
日
」

と
制
定
し
、
家
庭
で
の
読
書
、

〝
家う

ち
ど
く読
〞
を
勧
め
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
15
歳
未
満
の
市
民
図
書

館
登
録
者
数
は
平
成
22
年
度
２
千

３
７
３
人
か
ら
平
成
25
年
度
3
千

３
６
２
人
に
増
加
。
多
く
の
児
童

ら
が
図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
各
学
校
で
は
、
学
校
図

書
館
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

朝
読
書
や
一
斉
読
書
に
取
り
組
み
、

本
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
枠
を
超
え
、

北
園
小
学
校
と
南
小
学
校
で
は
２

校
一
緒
に
「
親
子
読
書
会
」
を
開

催
。
両
校
の
児
童
や
親
が
会
場
に

集
ま
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
を
行
う
な
ど
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
読
書
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
や
学
校
で
の
読
書

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
に

　

新
し
く
な
っ
た
図
書
館
に
は
、

読
書
へ
の
環
境
整
備
は
も
と
よ
り
、

よ
り
一
層
、
本
に
親
し
む
機
会
の

提
供
と
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
読
書
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
図
書
館
、
学
校
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
連
携
・

協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

閉
講
式
で
米
田
省
三
教
育
長
は

受
講
生
に
対
し
、
「
講
座
で
学
ん

だ
こ
と
を
ほ
か
の
児
童
に
伝
え
、

み
ん
な
が
本
を
好
き
に
な
る
よ
う

に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
図
書
好
き

の
友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
伝
え
ま
し
た
。

　

受
講
生
に
は
、
講
座
で
学
び
、

体
験
し
た
〝
読
書
の
楽
し
さ
・
素

晴
ら
し
さ
〞
を
学
校
や
地
域
に
広

め
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
が

期
待
さ
れ
ま
す
。　
　
　

▲修了証を手にする受講生の皆さん。今回の講座で多くの
　子ども司書が誕生しました

　みんなと一緒に見学した青森県立図書館
が１番の思い出です。市民図書館よりも大
きく、たくさんの本や雑誌があり、とても
驚きました。県立図書館では火災のとき、
部屋を真空状態にして火災を予防する設備
があり、本を大切にしていることが分かり
ました。ほかにも児童室などを見学し、い
ろいろなことを楽しく学んだ１日でした。
　この講座で学んだたくさんのことを普段
の生活に生かしていきたいです。

　カウンターの仕事や本のコーティング、青
森県立図書館の見学などどれも楽しく、勉強
になりました。県立図書館には市民図書館に
ない設備や本がたくさんありました。特に電
動集密書架はスペースをあまり使わず、安全
性も高い設備でした。
　市民図書館は親しみやすく、誰でも気軽に
本を借りることができます。これからはもっ
と本を読む時間を増やして、たくさんの本を
読んでいきたいです。

中
な か い

井 晴
は る と

斗くん
（南小・６年）

小
お や ま だ

山田 知
ち ひ ろ

広さん
（南小・６年）

▲図書館２階の「近代文学館」
　も見学


